
第４回 霧島リノベーションまちづくり戦略会議 2020 議事録 

 

日  時 令和３年２月 21日（日）17:00～19:15 

場  所 霧島市役所 １階共通ロビー 

会議参加  

須部貴之、増田泰博、有村健弘、松本一孝、大西正将、徳永功一郎、奥野貴大、白水梨恵、

日永田剛、酒井良（リノベリング）、橋口・安藤（bananaworks）、中重市長、山口副市長、

市職員（谷口部長、池田課長、栫Ｇ長、西村サブリーダー、山田、勘場、宮之原、東、徳田） 

タスクフォース：有馬（都市計画課）、藤田（地域政策課）、堀内（財産管理課）、橋内（建

築指導課） 

参加者数 計１０２名（オンライン参加５０名、一般参加１６名、市議会議員３名、委員等

１２名、市職員２１名） 

 

 

須部）今日は YouTube配信もしておりますのでカメラがあります。既に 20名ほどの方に観

ていただいています。YouTubeのみなさまもよろしくお願い致します。コメントもいただけ

ればあとで質疑応答もできると思いますのでよろしくお願いします。まず初めに霧島リノ

ベーションまちづくり戦略会議、みなさんにはパンフレットお渡しさせていただいており

ます。一年くらいかけてこのパンフレットを作り上げてきました。これまでの経緯や今回の

戦略会議の趣旨も説明させていただければと思います。申し遅れました私、株式会社

KISYABAREE、鹿児島市の騎射場を拠点にまちづくりの会社を経営しております須部と申し

ます。今日は一日司会進行をさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

さて戦略会議の目的とゴールについて早速ご案内させていただければと思います。霧島

をいっしょに作りたいということで新しい暮らし方について、もう半年以上ここにいらっ

しゃる委員の皆さんと話を進めてまいりました。霧島市がこれから目指すべきビジョンと

コンセプトとともに４つの戦略をパンフレットに書いていますのでみなさん見ていただけ

ればと思います。4つの戦略と市民が欲しい暮らしを自ら叶えるプロジェクトを霧島リノベ

ーションまちづくり推進ガイドラインとして今日発表させていただくという機会になって

います。半年前ですね、９月に行われました山形屋さんの後ろにある広場をお借りして第１



回目の戦略会議をさせていただいたんですがその時に霧島を一緒につくりたいということ

でこちらの文章があります。そもそもなぜ霧島リノベーションまちづくりを行うかという

ことが書いてあります。読み上げますね。 

「減る人口、増える空き家、空き店舗、増えるマンション、低下する地価、衰退するコミュ

ニティ。霧島市だけでなく、全国の都市で同じような現象が起こっている。この状況を悲観

的に捉えるか、チャンスと捉えるか、それは人それぞれだろう。しかし、10 年後の「あな

た」にとって霧島の暮らしはどうなっているだろう。行きつけのお店、子どもが集まる公園、

懐かしいあの味、いつもの街並み。想像する未来の霧島の暮らしは、少なからずより楽しく、

より豊かなものであったはずだ。このまちには、他のまちにはない魅力的な地域資源がたく

さんある。しかもそれは、外から見れば羨ましく思うほどの量と質。この際一層のこと、な

いものをねだるより、今あるものを見つけて活かすという、発想の転換をしてみるのはどう

だろうか。霧島には【 】がある。今浮かんだ資源には、すでにこのまちの兆しかもしれな

い。今できることを、今ある【 】でやってみる。たとえその一歩が小さくても、その一歩

はあなたが想像した未来の霧島に近づく、大きな一歩になる。ほしい暮らしは自分でつく

る！さあ、霧島をワクワクさせよう！」  

 

ということで走ってきて今日、この場があるということです。今日の流れですけれども、少

しみなさんが柔らかくなるような場を作らせていただいて。今日は霧島市長もきていただ

いています。霧島市長も先陣に立って、霧島リノベーションまちづくりを一緒に作ろうと来

ております。後ほどご挨拶をいただきます。今日は２部構成になっていまして、第１部が霧

島リノベーションまちづくりのガイドラインということでこの半年間どういう話し合いを

委員でしてきてどういう戦略が立ち上がったかというのを発表させていただきます。後半

はそのガイドラインに沿って委員のトークセッションという形を持ちまして最後クロージ

ングアクトということで私がまとめさせていただいて閉会となります。会場の皆様、

YouTubeをご覧になっている皆様にひとつお願いしたいことがありまして、全集中、全員参

加でお願いします。まず温かいガヤ大歓迎です。シーンとなると委員の皆さんも話しづらい

です。先ほどのような温かいガヤお願いします。あと反応などマシマシでお願いします。こ

こに立って話をするとものすごく緊張します、なので多少でもうなずきをお願いします。特

に行政の方お願いします。最後わちゃわちゃした雰囲気でということですが、まちづくりっ

てやっぱり楽しんでするもの、新しいことって楽しい発想から生まれてくると思うので。わ

ちゃわちゃしながら、掛け合いながらしていただければと思います。YouTubeご覧の方もコ

メント拾っていくのでどしどしコメントお願いします。先ほどから出ているワードで「リノ

ベーションまちづくり」とありますがこれはなんだということでまずリノベーションって

何。ということから紐解いていきますと、リフォームとは違い、形をもう一度作り直すこと

ではないということですね。リ・イノベーション、革新であるとか考え方、コンセプトそれ

こそ戦略を立てるというところでリノベーションという言葉を使わせていただいておりま



す。リノベーションというのは建築行為だけではなくて、経営とかマネジメント、マーケテ

ィングしたりをまちづくりに活かしていこうというところです。なのでリノベーションと

まちづくりという言葉が掛け合わさると今ある空間資源だけではなくて、潜在的にまちに

存在するヒト、文化、環境、歴史的資源を再編集して今の時代にどういったものが使えるだ

ろうかということを考えながらクロスしていただければいいかなと思います。 

今までは公主導の大きなまちづくり、

大きい建物を建てたりだったものが、

民間主導の住んでいる我々がどうい

ったものが必要か考えてまちづくり

していくという先ほど読んだ文章に

もありましたけれども、ないものねだ

りのまちづくりからあるものみっけ、

今あるものを活用しようという当事

者たちのまちづくりの時代だよねと

いう感じです。これまで戦略会議を６

月から始めまして８月に８名の委員の皆さんをこちらからお声掛けさせていただきました。

９月に第１回目の戦略会議をさせていただき、２回目は 40人くらい集まっていただいて会

議しました。３回目は委員で行って４回目今回ということになります。それぞれどんな風景

だったかといいますと、１回目山形屋の後ろで行わせていただいてその時も市長にお越し

いただいてコメントいただきました。また今日も来てますけど田代さん。１回目の時に出会

いまして。YouTubeご覧の方は会場の隅のほうにこれを描いてくれた女性の方がいらっしゃ

います。これグラフィックレコードというんですけれども。もともと絵を描いていて、これ

描いてみたら、ということで翌日送ってきていただいて第１回目の会議のことを取りまと

めていただいきました。第４回目も描いていただけるということで今日もよろしくお願い

します。第２回の戦略会議というのはみなさんの耳になじんでらっしゃると思いますけれ

ども SDGsという持続可能な地域の開発目標ということで国連が定めております。その SDGs

を知って世界とつながり霧島の都市経営課題を抽出するということでそこから霧島の人た

ちのつながりをつくっていこうということでこの場を作って、SDGs カードゲームをやって

くれた野崎恭平くんもどこかにおります。野崎さん今日もよろしくお願いします。これまで

いろんな方が関わって今に至るということです。SDGs カードゲームを第２回で行いまして

弱みを抽出したりとか霧島の課題って何だろうというのをみんなで考えたりとか。じゃあ

私たちが霧島でやりたいこととかやれることってなんだろうというのを考えてきました。

そこからプロジェクトの種を生み出す。参加者 40人分くらいの種を生み出していったとい

うことです。その時もグラレコ残していただきました。YouTubeをご覧の方はアーカイブ残

ると思うので見ていただければと思います。本当は４回で終わる会議だったんですけれど

も、2.5回ということで霧島の参考になる先進事例を見たいよねということで、愛知県岡崎



市と静岡県沼津、熱海に行ってまいりました。すごく面白い事例で 2.5回会議で共有させて

いただいて、霧島だったらこういうことがいかされるんじゃないかという会話をしてきま

した。第３回の戦略会議で SWOT分析ということで行政と民間と一緒に何ができるだろうと

いうことでマーケティングの手法なんですけれども、強み弱み、イノベーションどうやって

起こすのとかそこでいろいろ皆さんに考えを出していただきました。それでちょっと情報

足りないよねということで 3.5 回やりました。年明けに集まって戦略のコンセプトとか未

来の霧島のファンとか戦略のキーワードとかボリュームのあるワークショップをさせてい

ただきました。何が言いたいかといいますと、委員の皆さんすごく頑張っていただいたとい

うことです。お金をもらっているわけではなく、ボランティアでコミットしていただいてま

す。霧島を良くしたいという思いで 30、40代の人たちで集まってこれからの霧島をどうし

ていけばいいのかというのを真剣に向き合って考えていただきました。オープニングは以

上になります。ここで主催者代表ということで中重市長よりコメントいただきます。 

 

市長）みなさんこんばんは。本日は第４回目霧島まちづくりリノベーション会議。日曜日の

夕方なのにこんなに多くの方に集まっていただきうれしく思います。先ほど須部さんから

もありましたように今日のこの会議はオンラインで配信されています。ここにお越しの方

以外にたくさんの方に参加していただいていることを本当にありがたく感じています。こ

のリノベーションまちづくりは令和元年から取り組んでおります。この霧島市が抱える

様々な課題、都市の空洞化であったり人口の減少といったものについて行政だけでなく、民

間の方と一緒に霧島の課題を解決していこうというのがリノベーションまちづくりではな

いかと考えております。行政と民間の垣根を越えるためでしょうか、今回珍しい注文がつき

まして。ここにくるときはノーネクタイで来てください、できればノーネクタイどころかラ

フな格好で来てくださいということで、先ほどあったガストロノミーは私ネクタイをして

スーツを着てたんですが、家に帰ってこの格好に着替えてやってきました。なかなか私服を

披露することはないので、貴重な機会かなと思います。第１回目の時の会議もそうでした。

ないものを行政が新たに作るものではなく、あるものをみんなで有効活用していく、あるも

のを活かすリノベーションの取り組みは本当に大切なことだと思っています。いろんな面

でもこれを霧島市は活用しているところです。例えば企業誘致。以前は市が工業団地を作っ

てそこに企業を呼び込んでいました。企業誘致とかそこにかけては御膳立てをするという

のが中心でした。もちろんそういった企業誘致も必要なんですが、空いている土地を行政が

買わなくても民間にそこを紹介していく、というのもあるものを有効活用するというもの

につながるのかなと自分では考えています。８名の委員の皆さんには今年いろいろお世話

になりました。今回が最後の戦略会議になりますが、最後というよりもこれから民間と行政

が一緒に霧島市を作っていく始まりの一歩になるんじゃないかなと思います。今日の会議

が、これからいろんなことに挑戦しようとしている方の後押しになるように、そしてそうい

った志を持った方が多く集って出会いにつながり、そしてリノベーションまちづくりを通



して霧島市が大きく発展していくことを祈念しましてあいさつと致します。今日はよろし

くお願いします。 

 

須部）市長ありがとうございます。それでは早速でありますけれども第１部としまして霧島

リノベーションまちづくり推進ガイドラインの発表、これ案となっているのは発表は３月

以降になるのかな。仮の案を発表させていただいて微調整して本発表という形になってお

ります。では宮之原さんお願いします。 

 

宮之原）みなさんこんにちは。そこから会場の方見えないんですけど、たくさんの方がいら

っしゃっていてびっくりしました。私の方から今年度作ってきた推進ガイドラインの案と

いうことで結果をみなさんにお披露目したいなと思います。私、商工振興課の宮之原と申し

ます。先ほどこれまでの経緯、会議の内容について須部さんからありましたので割愛させて

いただきますが、今回第４回目の会議なんですけれども延べ７回目の会議ということで委

員の皆様には大変お世話になりました。６回の会議を経て推進ガイドラインというものを

作り上げましたので、そちらのほうを皆様にご説明させていただければと思います。目次と

して５つの項目あります。最初に現状と課題とか、どういう風にまちを変えていくのかとか

いうのをご説明させていただければと思います。 

グラフが続くんですが、左の図ですね。

合併以降の人口で色が 10代、20代、30代、

それ以外ということになっているんです

が、合併以降 10 代～30 代の人数が 15 年

間で 8,500人くらい減少しています。折れ

線グラフのほうも年代別、5歳ごとの年齢

別で出しているんですけれども、その中で

も特に 20 代の人口が特に減っています。

右側の人口で赤と黄色で示している図な

んですが、20代合わせて 4,736人が人口として減っているということになります。20代が

減るにつれて 0～4 歳の人口も減っているような状態で今後 20～30 代の人口が霧島市減り

続けると子どもの数も減り続けて、より少子高齢化が加速していくというような現状です。

続いて、卒業見込みの学生にアンケートしました。なぜ霧島市で就職しないのかということ

でトップ２が希望する企業がないから、都会の生活が魅力的だからということで、せっかく

霧島で育った学生が霧島に就職しないという状況が続いています。また若者が就職したい

場所・業種を聞いています。１位、２位、３位が公務員、医療福祉、製造業これらは霧島市

でもカバーできていると思うんですけれども４番目にでてくる情報通信業は 145 人の方が

希望しているんですが、右手の霧島市の業種別事業所数で情報通信業は 20社くらいしかい

ない。若者が地元に就職する機会の損失というものがここで起きているんじゃないかと考



えられます。続いてまちなかなんですが、空き店舗の数はあんまり変わっていないようなん

ですが、建物の数どんどん壊されて空き地になっていっている状況で、空き店舗率はずっと

上がり続けている状況です。この 24.2％という数字は鹿児島県内でも高い数字となってい

ます。それに合わせてエリアの地価を表すグラフになるんですが、青いグラフが商業地の最

高値となります。平成 20年から 30年の間で 40%下落している状況です。また空き店舗だけ

はなく空き家の数も増えています。霧島市が赤色のグラフですね。21%、県が 19%。全国平

均が 13.6％ということで全国平均よりも高い数値となっています。次に地区別ですが国分

と隼人地区がどちらかというと空き家の数は割合としては少ないのかな、多いのは中山間

地域がやはり空き家の数が多い状況になっています。さらに霧島市の懐事情ですが平成 19

年、24年、29年の財政状況なんですが、自主財源というのが市民税とか固定資産税とか国

から入ってこない市が直接徴収する収入です。義務的経費というのが市の経費のうちの扶

助費だったり人件費だったり必ず発生する経費になっているんですが霧島市の場合は義務

的経費よりも自主財源のほうが少ない。大体６割くらいしかないというところで、不足する

分は国のほうから交付金を受けてやっている状況です。少子高齢化により、この義務的経費

というものがさらに膨らむ可能性があります。もう一つ大きな問題が、公共施設の数が合併

によってかなり多くあります。他のまちに比べても延べ床面積が多い状況でして、今後年間

34億円不足していく。この維持管理費をどう捻出するかということが課題になっています。

これまでのまとめになりますが、20 代人口が減少している、空き店舗率多い、商業地地価

減っています、空き家も増えています、財政自立度も低い、お金足りませんというような悲

観的なデータがあるんですが、これをどういうふうに解決していくかを私たちは考えなけ

ればなりません。先ほどは今までの現状なんですけど、実際の霧島の本質的な都市経営課題

は何なのか、というところを書いてみました。まちなかが赤いほうですね、左側は中心市街

地の流れです。まちなかは空き店舗が増えているというのは新規出店者の減少が一番大き

いんじゃないかとそれによって商店街の高齢化だったり、街路等の維持管理費も捻出でき

ない感じです。マンションが国分のまちで増えています。子育て世代が流入していて、若い

方が入ってきているように見えるんですけど、買い物する場所がない、遊ぶ場所がない、安

全がない、コミュニティがないという感じで郊外の隼人見次方面に人が流れる状況です。併

せて中山間地域についてももちろん過疎が大きな原因なんですが、住民の高齢化によって

空き地が増加したり、一次産業の高齢化ということで農地山林の放置だったり、鳥獣被害や

太陽光の増加にもつながる。UI ターンの流入はあるんですが、中山間地域、まちなかも食

料品を買うところがないとか働く場所がないとか学ぶところがないとか移動手段がない、

ネット環境が悪いという感じで郊外に人が流れる。プラスロードサイドのお店で皆さん買

い物されるので東京資本といいますか、郊外にお金が流れていくような状況です。この状況

が霧島市全体のヒト・モノ・カネの循環機能が低下し、停滞しているというのが霧島市の大

きな都市経営課題なんじゃないかなと思います。ここをどう解決していくのかということ

を皆さんと話し合って挽回策を考えてみました。まず霧島の強みです。やはりここが一番大



きいかなと感じました。圧倒的な自然、普通の田舎の自然ではなくて国立公園やジオパーク

もありますし、圧倒的な自然と国分隼人っていう都市が隣接しているというところが一番

大きな強みなんじゃないかなと思います。車で 30分で海山川温泉など自然が楽しめる、と

にかく自然が豊かで住みやすい。子育てしやすいところ、自然の中で遊べるっていうのは子

どもにとってもいいですし、そういったところが霧島市の強みだねっていう声が上がって

います。もう一つは合併前の市町村ごとに特産品や観光独自の特色がある。先ほどのガスト

ロノミーの話がありましたけど霧島市は一つに選びきれないほどの素晴らしい素材がたく

さんある。それが市町村ごとにあるというのはすごく良いことですし、合併前の旧市町村で

もっていることが霧島市の強み、多様性があるということです。もう一つはヒトです。7回

もボランティアで時間を抑えていただいて霧島市のことを考えていただいている若い、面

白い人たちがいるというのが霧島市の強みなんじゃないかなというところです。こういっ

た霧島市の兆しですね、先ほどネガティブなことを話しましたが若者の割合は今のところ

維持傾向で、若者の数は少し増えている状況です。コロナも後押ししているんですが、東京

一極是正とかローカル注目があります。あとは創業者数も増加しているような状況で中山

間地域を中心に新しいお店増えているんじゃないかと思います。こういった兆しを見逃さ

ずどういう風にまちの都市経営課題を解決に向かわせるかというのが今回リノベーション

まちづくりの大本質なんじゃないかと思っています。続いてまちの未来ですね。3.5回会議

で委員の皆さんと話をして霧島の未来の風景ということで、白水さんにストーリーをつく

っていただきました。数年後のまちなかの風景というものを作っていただいたので、朗読を

していただきたいなと思います。 

 

白水）霧島市の数年後がこうなってたらいいなというのをイメージして書かせてもらいま

した。 

数年後のまちなかの風景 

僕は子どものころからわりと要領がよくて、受験も第一志望だった東京の大学に進むこ

とができた。サークルを立ち上げたり、バイトでリーダーを任せてもらったりして、自分で

言うのもなんだけど周りからは一目置かれるようなタイプ。就職活動でもそこそこの企業

から内定をもらった。正直、満員電車は嫌だし、妥協した感はある。でも良い給料もらって

安泰な生活を送るのが”勝ち組”ってやつなんだろう。そんな僕の思い込みは意外すぎる場

所で打ち砕かれることになる。 

お盆にあわせて霧島の実家に帰省した僕は、地元の友達に連れられてとあるトークイベ

ントに参加したんだ。着いて早々驚いた。会場は野外。街角のちょっとした芝生広場が、夕

暮れの中煌々といくつものライトで照らされていて、そこにはたくさんの人が集まってい

た。 

登壇者は霧島で暮らす地元の人たち。会社員仲間で音楽やアートのイベントを主催する

男性。東京と霧島で 2 拠点生活を送る WEBエンジニアの女性はどう見てもまだ 20代。 



毎朝釣りをしてから出勤し、休日は家族でアウトドアを楽しむ 30代は、霧島産食材を海外

で販売しているらしい… 

 

目を輝かせながら自分とまちの未来を堂々と語る彼らを見て、僕は「悔しい」と思った。

田舎だと決めつけてきた霧島に、こんな大人たちがいたなんて。 

「…”勝ち組”の人生ってなんだ？そこにいる自分は

幸せなのか？」 

 

子どものころに思い描いた将来の自分はどんな姿を

していただろうか。会場からの帰り道、ぼーっと夜空

を見上げながら、子どものころの自分自身に想いを馳

せる。「もしかしたら、心の奥底でずっと探し求めてい

た未来は、すぐ足元にあるのかもしれない。」 

 

宮之原）ありがとうございます。こちら委員の方も初めてご覧になるかと思います。こんな

感じで今回はまちなか編でしたけど、海辺の風景だとか里山の風景だとかそういったもの

を今、作成依頼しているところです。また３月にガイドライン案を手にする頃には紹介でき

るかなと思っています。併せてこのイラストですが、先ほどのペイントしていただいてる田

代さんが描いてくれたのでガイドラインに掲載したいなと思っています。先ほどの風景を

実際描いて終わるのか、実際に実行して風景を作り出そう、そのためにどういうふうにやっ

ていくか実現のためのコンセプトを LIVE KIRISHIMA という形でこちらの戦略会議の中で

決めさせていただきました。ライブという発音をさせていただいていますが、ほかにリブと

いうものがあって、生活している、生きているとか、暮らしている、活動している、生のと

かいう意味があって、霧島の自然風景にマッチしているんじゃないかなと思います。こうい

ったロゴとコンセプトを掲げて霧島リノベーションまちづくりを進めていきたいと思って

いるんですが、実際霧島で活躍する若いデザイナーにこのロゴマークを作っていただきま

した。黒のストライプなんですが、シンボルマークに思いを込めていただきました。戦略会

議ずっと出ていただいて委員の方々の思いを引き継ぎ、このシンボルマークに詰め込んだ

ということになっていますのでその思いをデザイナーの方にご説明いただきたいなと思っ

ています。 

 

橋口）みなさん初めまして。LIVE KIRISHIMAのロゴ制作を担当させていただいた橋口と申

します。こんな大勢の前で話すのが初めてなので緊張しているんですが、このロゴはですね

須部さんが 3.5 回会議がゲリラ的に決まってそこで LIVE KIRISHIMA っていう名前が決ま

りました。まちづくりの名前を決めているさなか、バナナワークスの安藤がそこにいるんで

すけれども会議中に安藤が手を動かしながらまさにライブ感のあるロゴが出来上がりまし



た 。 四 角 の ス ト ラ イ プ と LIVE 

KIRISHIMA を掛け合わせてこれがロゴ

マークとなります。ターゲットは委員

の皆さんと行政の皆さんと全員で固め

た次世代の霧島を担う人材を敏感でク

レバーな若者層。これどういうことか

というと今ここにいる霧島のまちづく

りを担っている委員の皆さんの次世

代。次の委員候補になりうる人たちに

届くようにロゴを作りました。ロゴマークを作るときにバナナワークスとして３つの指針

を決めています。まず、霧島のまちづくりのロゴなので、霧島らしさがあること。今回ター

ゲットが次世代の霧島を担う存在、若者層に響くようなもの。そして今回バッジを作ってみ

なさんにもお配りしたんですけど、このロゴを掲げてまちづくりをしている自分を誇れる

かっこいいロゴであること。ここが一番大事にしたところなんですが持続可能な発信とい

うことでまちづくりのロゴなのでここにいる皆さんにも今後活用していただきたいと思い

ます。ロゴデザインもプロしか使えないような複雑なものではなく、だれでも使いやすいブ

レないロゴマーク。この３つを指針にして作ってきました。１つめは霧島への愛着、霧島ら

しさというところなんですけど、このシンボルマークは７本のラインで表現されています。

ただのストライプではなくて、霧島市の１市６町をシンボライズしました。ストライプに余

白があるんですが、第４回戦略会議を表すように、市民の皆さんもこのまちづくりに参加で



きるというこの余白をこのホワイトスペースで表現しています。そしてこれは遊び心とし

て、地域性で合わせたカラー配色もできるようになっています。これは仮でバナナワークス

で各地域のカラーを決めて展開しているんですけれども、各地域の特色だったり個性を色

に落とし込んで、そのまちの LIVE KIRISHIMA という形で使うのも面白いんじゃないかと

思って提案させていただきました。LIVE KIRISHIMAのロゴが黒っぽいんですけれども黒が

好きだからというわけではなく、先ほどの１市６町のカラーを合わせたときの中心点に来

る円のブラックを今回 LIVE KIRISHIMA の基本配色にしています。第４回会議を通してそ

れぞれ委員さんも各地域からつながっていく様子をこのシンボルマークに込めました。次

に視覚的にとことんかっこよくというところなんですけど、まちづくりのロゴを作るって

なった時にバナナワークスとしてもいろいろ調べたんですけど、地域の地形をモチーフに

したり、特産品をモチーフにしたものが多いんですけど、今回ターゲットが若者層、委員候

補ということだったので、今回ここにいる委員の皆さんもかなりクレイジーな方が多いで

す。そんな人たちのような若者に届くように大胆に見ていただいてわかる通り７本のライ

ンだけで潔く作りました。今回のシンボルマークで個性的な手書きのラインが右から３番

目にあるんですが、私がこの戦略会議に参加して、各々がまちづくりを進めていくではなく

て、みんながやるでもなく、みんなでやるということで委員の皆さん、職員の皆さん、市民

の皆さんの決意を感じたのでそれを右上がりのラインで強い決意を表現させていただきま

した。持続可能な発信ですね、先ほどもお話ししたんですが、みなさんにも使っていただき

たいと思っています。方針として、各イベントだったり、ウェブだったり広報物でまちづく

りの認知を高めるために、共通シンボルを T シャツとか缶バッジとか多角的に展開する予

定になっています。霧島市の職員名刺にちょうど入るマークになっています。シンプルな形

状なので明日から使っていただければと思います。お店とか事業されている方も広報物に

も入れていただける使いやすいものにしました。このロゴを使ってまちづくりに関わって

いるということをレジ横のサインとかステッカーとかに展開することも霧島のまちづくり

を活性化する意味では理想の展開なのかなと思っています。さっき宮之原さんからお話あ

ったんですけどパンフレットを発行する予定なのでそこで LIVE KIRISHIMA が登場する予

定なのでみなさん楽しみにしていてください。新しいものを作るじゃく、あるものを活用し

てというところでちょうどそこに

貼ってあるポスターもバナナワー

クスが第１回会議のために勝手に

作ったポスターなんですが養生テ

ープを活用してリメイクしまし

た。テープを使った展開も可能な

ので、みなさんこのロゴを好きに

なっていただいて、日常に取り入

れていただければと思います。 



 

宮之原）YouTubeのほうでもコメントが殺到してましてステッカーほしいっていうコメント

があります、早速作らないといけないですね。先ほど LIVE KIRISHIMAということでコンセ

プトとロゴをお披露目させていただきました。みなさんどうだったでしょうか。この案で行

かせていただければと思います。 

先ほどコンセプトを出して将来の霧島を考えていくんですが、実現させていくための成

長戦略をパンフレットに載せています。その説明をさせてください。先ほど霧島市の強みと

も話させていただきましたが霧島の現状を分析しました。SWOT分析というものなんですが、

強み、弱み、機会、脅威を

霧島に充てて考えており

ます。やはり霧島の強みと

いうのは都市と自然が共

存していること、弱みは遊

休不動産が多くあり、エリ

アの魅力が低下している。

機会、流れはローカル志向

である。脅威、光回線順次

展開していきますが文化

やアートに触れる機会が

少なかったりといった声

も上がっています。クリエ

イティブ産業というとこ

ろですね。進行が遅れてい

るんじゃないかというと

ころが霧島の脅威。この４

つを分析していただきました。こちらの４つの強み・弱み・機会・脅威を掛け算するとそれ

ぞれ戦略が生まれてくる。機会×強みは積極的戦略、機会×弱みは改善戦略、脅威×強みは

差別化戦略、脅威×弱みはイノベーション戦略。先ほどの４つの分析を掛け合わせたらどう

いう戦略が生まれるかというのを説明させていただければと思います。 

一つ目は、機会×強みですね。先ほどのローカル志向っていうところを本市の強み、自然

と都市が共存しているというところを最大限に活用して、強みを生かし機会を獲得するた

めの戦略を立ててます。先ほどご説明した通り、都市で住みやすさもあり、遊べる自然、ア

クティビティがある、車で 30分も行けば、山も海も川もある。首都圏よりも便利ではない

けど、生活には困らないぐらいのまちがある。ローカル暮らしに憧れがある人にとっての霧

島っていうのは、自然が近く、休みの日に家族と出かけたり、仲間と遊びに行く場所として

非常に魅力的である。そのため、都市と自然が共存していて、住みよい場所×遊べる場所っ



ていうのがセットになっていることを最大限に生かす。霧島でしか味わえないローカル暮

らしを実践し、そのような暮らしを魅力的に感じる若い人、やはり特に人口減少が著しい 20

代から 30代から選ばれ、憧れが生まれるまちにするっていうのが、一つ目の戦略です。新

しい暮らしが実現できるまちに。一応、こちら 4つの戦略とともに、行動指針を示している

んですが、一つ目が、ローカルマインド、地方を面白くしようというような行動指針を立て

てます。 

二つ目です。脅威×弱みの部分ですね。リノベーション戦略になりますが、やはり数多く

の遊休不動産があるが活用できる人材が少ない、情報通信業などを希望する学生も多いが、

該当する地元企業が少なく、地元就業の機会を失っている。そういったことによって、人材

や企業などのリソースが乏しく、求められているニーズに対応できていないという状況で

す。そのため、遊休不動産を活用したサテライトオフィスやコーワーキングスペースなどを

手掛ける IT企業を誘致しまして、クリエイティブ人材が集まる拠点を作るなど、世代や属

性を超えた出会いから対話が生まれるまちにするというものをリノベーション戦略として

挙げてます。クリエイティブ人材が集まるまちにインテラクティブマインドの方針を掲げ

ています。 

続いては、機会×弱みになります。中心市街地での空き店舗率の増加、中山間地域での人

口減少は空き家増加、不足する公共施設の維持管理費など他市町村と比べても、やはり大き

な課題である遊休不動産の利活用については所有者と利用者のマッチングだったりだとか、

公共施設に関して民間活力の導入が求められてます。一方なんですが、空き家再生とか公民

連携のノウハウがやはりないと、今のところ行政のところでなかったりするので、そういっ

た遊休不動産を活用できる民間人材の育成、発掘を行い、公民連携のまちづくりをしていか

ないといけないんじゃないかなと思います。なので、ローカルの価値を再認識して、遊休化

した不動産を生かしながら、地域と地域の新しい魅力やコミュニティを創出、発信するなど

若い世代の人材の発掘育成を強化し、新たな挑戦が生まれるまちにするというのが 3 つ目

の戦略になります。 

最後、4つ目です。脅威×強みということで、アートや音楽があふれるまちにというもの

を掲げました。自然が豊かで、子どもを遊ばせるスポットが多い、お店も多く、生活してい

く上で必要なものは手に入る。マンションも増えており、子育て世代も流入している、特に

国分、隼人ですね。都市と自然が程よく揃う霧島、子育てしやすい環境であると。一方なん

ですが、みやまコンセールとか縄文の森などの文化振興施設っていうのはあるんですが、暮

らしの中で気軽に文化や芸術に触れる機会が少ないというところで。なので、子育て世代も

楽しめる音楽やアートなどのイベントを通じて、クリエイティブなコンテンツ触れる機会

を創出する。そういうことで、子育てしやすい場所だけでなくてですね、プラスアルファ、

子どもたちの感性が豊かに育つまちにするということでエンリッチユアマインドという行

動指針を掲げて、4つ目の戦略とさせていただいています。 

一応、今説明した 4つの戦略なんですが、これを成長戦略と掲げまして、行政による来年



度リノベーションスクール等も考えていますが、そういった事業展開するときとか、民間に

よる新たなファンを取り込むプロジェクトを行っていった際には、この 4 つの戦略を意識

して注力していただければと考えております。実際の成長戦略に基づくプロジェクトをこ

の延べ 6 回の戦略会議を経てですね、各委員の方々がそれぞれプロジェクトを考えていた

だきました。なので、そちらの発表を今からしていただきたいなと思います。では、さっそ

く有村さんの方から時計周りでいきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

有村）みなさんこんばんは。隼人町で

工務店をやっている有村です。私の取

り組むプロジェクトは４つの戦略の中

のひとつローカルマインドに注目した

ものになります。隼人町の小浜ってい

うエリアがあります。旧２つの村が人

口 600 人くらいで高齢化がかなり進ん

でいて子どもたちも少ないという中山

間地域なんですね。ここにわが社の社

屋を移してそれに伴ってまちづくりをしていく計画を立てています。小浜はすごく海がき

れいで海岸もあって夏は遊べるいいところになっています。こんなところに社屋だけでな

くシェアオフィスがあったり店舗群ですね。パン屋だったりクラフトビールだったりカフ

ェだったりいろんな店舗に集まってもらってひとつの村を作る予定になっています。最初

は自分の会社だけだったんですけど、私も混ぜてほしいということで多くの誘いがあって

来月から工事が始まっていく感じです。その前にこまもの屋沖玉っていう方いらっしゃる

んですけど、そこにひとつ象徴的な建物を作らせてもらって小屋っていう風にはしてるん

ですけれどもコロナもあるので開放型の建物を立ててやってます。結構なんでもできる場

所にしているんですが、ここはコーヒー売ったり。この方も今後小浜に移住したいという方

なんですけどお茶やったり新しいことをチャレンジする場所になりつつあるのかなと思い

ます。基本的なコンセプトは住む場所と働く場所と遊ぶ場所が１か所にあるというのをひ

とつのコンセプトにしているので、あるものを楽しい場所にしていければなと思っていま

す。すでに兆しとして、空き家が 100軒以上あるエリアなんですけれどももう移住したりと

か新しく店舗を始める方なんかも増えてきているのでもし興味がある方がいたらお声かけ

ください。ありがとうございました。 

 

 

 



大西）こんにちは、国分で Webサイト制

作会社をやっています大西と申します。

企画はインタラクティブマインド、クリ

エイティブ人材が集まるまちにという

ものになっています。まずこちらなんで

すが、ちょっとデータが古いんですが

2017年のソニー生命の調査ですね。中学

生に将来どういう職業になりたいかと

いうことで１位にプログラマーがきて

います。先ほど宮之原さんの資料でもありましたが、この辺の学生で情報通信業に就きたい

方が多いと。ただそういう事業所が少ないのと、そういう人たちが育つ環境が少ないなとい

う風に感じています。僕も５年前に神戸から引っ越してきた移住組なんですが、霧島は自然

が多いし住みやすいしとても良いところっていうメリットがある一方、先ほどのようなデ

メリットもあるかなと思いますので、そこの底上げをしたいなと考えております。こちら

MANABUNプログラミングスクールというものを本格的にやろうかなと考えております。こち

ら何回か開催しておりまして、その際は小学生向けに単発でプログラミングの勉強会とい

うものをしました。ただ小学生でしたので難しい文字を書いたり行動を書いてみたいなも

のではなくてマウスでドロップで自分なりのゲームを作るというような創作意欲を湧かせ

るものをやりました。結構やり方さえ教えたら積極的にその創作性を発揮したり、こういう

段取りでモノが動くんだというのを理解してくれました。その時の写真を載せたかったん

ですが、みんなの顔を載せるのは悪いので有料素材を買ってまいりました。イメージ的には

この写真からは小学生がターゲットなんですが、小学生だったり中高生というターゲット

によってやることが変わるのでそこはまだ模索中です。コロナもありまして、今リモートワ

ークが盛んになっています。僕自身もそうですが、霧島に来てから東京とか関西案件をリモ

ートで行っておりまして、霧島にいながらそういう仕事ができるのはすごくメリットがあ

る職業だと思います。イメージ的にはこんな感じで仕事できたらいいなと思います。まあネ

ットがつながるのかっていう話なんですけれども。5G なればなんとかなるかなと考えてお

ります。このように、学習するにしても学習塾みたいな狭いビルに入ってやるよりはキャン

プ場だとか、先ほど有村さんが写真で出された小浜の方でもシェアオフィスがあったりし

ますので、自然豊かな環境で学べるのが売りかなと考えております。そういう風に自分の経

験や人脈等のリソースを使って教育にお力添えできればいいなと思います。以上です。 

 

 

 

 

 



奥野）こんばんは、私は霧島を拠点にコー

ヒーの移動販売をしております。Back 

field coffeeの奥野と申します。僕はア

ウトドアが好きで特に登山やキャンプな

んですけど、それに魅せられてこちらに

移住してきました。その登山の中で飲ま

せてもらったコーヒーが衝撃的においし

く感じてコーヒーにのめりこんでしまっ

て、今ではコーヒー屋になってしまいま

した。そんな僕が考えているプロジェクトは冒頭霧島の資源の説明ありましたけど圧倒的

なスケールの資源が霧島にはあると思います。その自然を最大限に活用したコーヒーショ

ップ、コーヒーとアウトドアとプラスアルファで防災の要素を含めたコーヒーショップを

展開できればなと思います。市街地から数十分車を走らせれば海だったり山川といった魅

力的な自然の中に飛び込むことができます。これは高千穂の峰から見た霧島市外なんです

けれども、うっすらと先の方には錦江湾が見えていて、天気がいい日にはこの先に開聞岳が

見えるような、魅力的な自然があります。ただ近くに自然があるだけではなくて景色のいい

魅力的な自然があるのが霧島の魅力だと思います。自然を最大限楽しめるのは何かって考

えたときに、アウトドアギアを用いたアウトドアアクティビティーなんじゃないかなと。そ

のアウトドア用品があれば、自然の中でコーヒーを淹れることもできますし、写真はカップ

ヌードルなんですけど、山で食べるカップヌードルが美味しすぎて山には欠かせない一品

なんですけど、霧島の自然と人、人と人をつなぐコンテンツになれればなと考えてます。ア

ウトドアを始めたいっていう方が移動販売をやっている中で多いんですけど取っ掛かりが

何をそろえたらいいかわからないと良く聞きます。そのアウトドア用品の紹介だったりを

コーヒーを介してアウトドアの素晴らしさを伝えていけたらいいなと思います。外でご飯

が作れたりするのは、最近多発している自然災害だったりとか停電とかイレギュラーな状

況でも温かい食事ができたり。生きていくうえで必要なスキルも身につくんじゃないかな

と思いましてコーヒーとアウトドアと防災を絡めたコーヒーショップを展開して自然の素

晴らしさを伝えるとともに、人々と圧倒的なスケールの霧島をつなげられるような場所を

作っていければいいなと思います。以上です。 

 

 

 

 

 

 

 



白水）こんにちは、白水と申します。私は

横川で横川 Kito という名前で築 90 年の

古民家を改修しながら 4 月開業でカフェ

とゲストハウスとまちづくりの事業を横

川を中心にエリアの活性化を事業として

やっていこうという一般社団法人を作っ

て活動しています。元々は鹿児島市の出

身で東京に出まして、また鹿児島市に帰

ってきて、夫の仕事の都合で縁もゆかり

もなかった霧島市に 2017年に移住してきました。最初のころは霧島の良さを全然知らなく

てなかなか溶け込めなかったんですけど、仕事で霧島市の企画政策課が主催されていた霧

島スイッチというものに１年目は参加者として２年目は運営側に回って、仕事として関わ

らせてもらって霧島のいい所いっぱい教えてもらってどんどんハマった形です。私が横川

町というところに子ども３人連れて家族５人で引っ越して暮らしているんですけど、なん

でそんなに引っ越すほどハマったのかと言いますと霧島スイッチの担当をしている中で、

横川駅の保存会の人たちが愛情込めて仕事じゃないのに、なんでこんなに自分の休日の時

間を返上するんだろうというくらい愛情込めて手をかけてされていたのが心を打たれて、

この人たちの仲間になりたい、この人たちみたいな大人になりたいということで横川とい

うまちに興味を持ちました。これがＮゲージという鉄道模型を線路走らせるというイベン

トを発案されて、嘉例川と横川駅って同じ年に建てられていて、実は横川駅を建てた大工さ

んがまるっとそのまま嘉例川駅を建てに行っているので実は数か月早いんですけれども鹿

児島県最古の木造駅舎でＮゲージを走らせるっていう鉄道好きにはたまらないイベントを

やられているときの写真です。あと夏は鬼灯が飾られて写真映えもするし、立っていても趣

があって素敵な雰囲気の駅になったりします。愛情をかけてされているのがものすごく好

きで、このまちのこういう魅力をどうやったら知ってもらえるかなというので私の活動は

始まっています。古民家を借りてお店をこのまちでやろうと腹くくって何百万と借金しな

がらやってます。私が一緒に仕事している仲間の研修を横川でやったときの写真なんです

けどこんな感じで、駅の横の芝生広場を使って合宿をしたり、交流をしています。まちなか

の地元の方々から駅の横の芝生広場にテントを張れるようにしてキャンプできるようにし

たらいいんじゃないかという話が上がっていたりして何かそういう使い方や楽しみ方、違

う視点でやってみようというのを私も同じ気持ちだし、まちの人も同じ気持ちで一生懸命

やっているところです。そういう声がまちからあがってくることはすごく素敵なことだと

思います。山ケ野っていうさつま町との境目のあたりなんですけど、ほぼ 80 代以上、60世

帯くらいしかなかったと思うんですけど、そんな集落ですが里山の風景が残っていて、当時

の金山があったところなんですけど当時の生活が分かるような遺跡も残っていてこういう

ところを発掘しながら霧島の新しい楽しみ方をもっと PR していきたいなと思っています。 



徳永）みなさんこんにちは。本業は建築と

お祭りをしています。溝辺に住んでおりま

す。私は溝辺生まれ溝辺育ちです。私のや

りたいプロジェクトは１市６町一斉に行

う合同イベントをやりたいなと思ってい

ます。2015 年から霧島で音楽のイベント

LOVE&BASIC という大人から子どもまで最

高の日曜日を過ごそうという音楽と食と

ものづくりを通してやっているんですけ

れども。第１回目は牧園のみやまコンセールを利用させていただいたんですけれども、イベ

ントをして何が変わるかというと僕は溝辺に住んでいたんですけれども、牧園のみやまコ

ンセールでやることで近隣の方と繋がれたりだとかどういう方が住んでいるのかなとかイ

ベント統一だけではなくて、イベントを通して地域のことを知ることができてみやまコン

セールの周りに野々湯温泉とかそれまで知らなかったんですけど、素晴らしい温泉があっ

て、近くに国民休養地があったり、知らなかったことを知れるのがイベントの素晴らしさか

なと思います。そこから場所を移して地元の溝辺に戻って竹山ダムの下にある竹山集落と

いう９世帯しかない限界集落があるんですが、そこの森で子どもと遊んでいるうちに森の

在り方だとか、公共的なものではなくて霧島の素晴らしさを伝えられるんじゃないかなと

いう思いで３年前から竹山のこもれびの森という名前でイベントを行っております。今日

集まっている方を含めて、いろんな方が霧島にいると思うんですが、よりつながるために１

市６町で合同に行うイベントができたらいいなと思っていて今日は参加していただいてい

るみなさんに一緒にやってもらえないかなというお願いに来ました。まだなにをするかは

決めていないんですがこれに向かってやろうとすることで横川とか福山とかあんまり行く

機会がないんですけれども霧島のすごいところを改めて知るきっかけになればいいなと思

ってこういうイベントができればいいなと思っています。地域住民と一緒にやることで普

段公共のところでは夜遅くまでできないと思うんですけど人と人のつながりがあって限界

集落の人と仲良くなることで夜遅くまでやらせてもらえているので人とのつながりがあれ

ばどういうことでもやっていけると思っています。最後に９年くらい前の写真なんですけ

ど、委員にいる増田君と日永田君とこのイベントをしようと思ったのが嫁さんのおなかに

子どもができて、その子どもたちに何を残していくかと考えたときに人のつながりとして

大人たちが遊んでいる姿を次の世代に見せていければ地元が楽しくなっていくんじゃない

かという思いでこのイベントを始めました。こうやって続けられるように、ぜひみんなで第

一歩となる旧１市６町のイベントをやっていきましょう。お願いします。 

 

 

 



日永田）こんにちは。隼人に住んでいる日

永田と申します。私のプロジェクトは co 

minka.です。Co ってみんなのっていう意

味があると思うんですけど、そのまま。古

民家を使ってみんなで楽しめるような場

所。公と民で立ち上がったプロジェクト

っていう意味も付け加えてみました。私

が今住んでいる家も築 43年の古民家を改

装してる家に住んでいるんですけど、今

並べている写真が改装中の写真です。どこにでもあるような古い家だったんですけど、中の

壁とか４部屋くらいあったところを壁ぶち抜いてリビング１つと寝室１つっていうような

間取りになっています。古い家って壊していくと大工さんがこの木いいよとか、このガラス

もう手に入らないよとかでてくるんですね。そういうガラスとか残して扉の所に飾りとし

てつけたり、木はカウンターテーブルにしたりとか。それで今も過ごしやすい家ができてい

ます。広い庭もあるので右上の写真が、ちっちゃな木があるんですけどそれも成長していい

感じになっています。右の木ですね、キンモクセイなんですけど大きくなっています。妻の

お父さんがギターを弾いたりとか、外でくつろいだり。左の方の写真はテラスのところで遊

んだりできてます。こういうふうな古民家を改装することで、子どもも大人も楽しめる場所

ができるんだなっていうのを身をもって感じてみんなにも体験してもらいたいのでこうい

うプロジェクトを提案しています。見づらいんですけど野菜を育てているベジベッドって

いうプランターがあるので娘が収穫している写真ですね。実際古民家を改修するとなると、

自宅なので結構お金かかってしまっているんですけど、第２．５回戦略会議で沼津の方がい

らっしゃって、ちょっとした民泊程度だったらお金をかけずにある程度成り立つと教えて

もらったので、あまりお金をかけずに眠っている財産を利用してこういうスペースができ

たらいいなと思います。子どもも大人もワクワクできる場所。こういうのが霧島中にできて

ひとつ簡単な事例ができればやってみようっていう人も出てくるかなと思っていて、ある

程度統一感を出してネットとかで繋いだらおもしろいワクワクするものができるんじゃな

いかなと思います。ちなみに cominka.屋根になっています。ロゴも勝手に使ってますがこ

ういう形で統一したら霧島市面白いことやってるなって思われると思います。以上です。 

 

 

 

 

 

 

 



増田）こんばんは。霧島の旧霧島町で農家

をやっています、増田と申します。僕は霧

島に移住したというか、今年の５月で 12

年目になります。霧島に住みつかせても

らっているという表現の方が正しいかも

しれないです。プロジェクトは農家やっ

ているので、ずっと思っていたのが農業

というのは山と海が必要です。海の水蒸

気が雲になって山に雨を降らせて田んぼ

だったり畑の水としてくるっていうのがあります。その中で僕のマルマメン工房という場

所に行く途中なんですが 10 年後 20 年後スギ林が増えるんですけど、こういう景観を守り

たいというのがあって、高千穂が見える景色ですね。僕は麦と大豆を作っているんですけど

農業のいいところは景色を作れるところだと思っていまして、どんどん面積をひろげつつ

やらせてもらっています。それだけでは収入的に安定できないので母屋を改造して、加工場

をつくったりとか自分のところの販売所、カフェも併設させようかなと思っています。そこ

で大豆を使った味噌や醤油の製造と、料理体験をする場所。農作業で体感する場所になれば

いいなと思ってプロジェクトを進めています。ここが僕の家の隣にある神様なんですけど、

日本全国山の神様が祀られています。田んぼの時期になると山の神様が桜の木に降りて田

の神さあになると言われているんですけれども毎年４月の 29日くらいにお祭りをしようと

思っていまして、祭りの起源が五穀豊穣を祈るというのが最初の起源なので、そういったこ

とも伝えつつ来た人に感じてほしいっていう場所を作っていきたいなと思っています。そ

れをやりながら子どもに何か残せたらいいなというのが僕のプロジェクトです。以上です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



松本）松本と申します。最後ということ

で緊張しているんですけど頑張ります。

私は PBOOKMARK という会社をやっていま

して、ローカルをもっと面白くというと

ころをスローガンとしてやっておりま

す。今 ECという通販のサポートとかウェ

ブマーケティングのお手伝いとか、カフ

ェとかコワーキングオフィスの運営をし

ています。いろいろやりたくていろんな

ことやってしまうんですけど、話聞いててもアウトドアやりたいなとか民泊、音楽のイベン

トやりたいなとか古民家いじりたいなとか考えちゃっているんですけど、やっぱり本業に

戻ろうということで私の考えているプロジェクトが、まちの中にコワーキング施設を作り

たいなと思っています。今やっているコワーキング施設と何が違うかというと、クリエイタ

ーが働きやすい、成長しやすい仕組みとかソフトウェアを組み込んだコワーキング施設を

運営できたらなと思っています。コロナ禍の中でテレワークだとかリモートワークが増え

てきて、ZOOM なんかで会議をすると思うんですけど、やはり自宅だとお子さんがいらっし

ゃったりとか、自分のプライベート空間を見せたくないとかそういう人たちにとってコワ

ーキング施設はまだまだ需要があるし、どんどん広げていかないといけない。ただビジネス

として考えたときにコワーキング施設だけで運営していくのはなかなか厳しい。そこを踏

まえた上で ECとカフェという武器があるので、そこで売り上げを補いながら進めていきた

いです。クリエイターになぜ特化するのかというとやはり地方にとってクリエイティブと

か ITが浸透していないし、ビジネスとしてそのツールを使いこなす企業が少ないんですよ

ね。存分に活用されている方もいらっしゃると思うんですけれども。そこらへんを駆使して

ビジネスを活用する人材が少ないのでそこを育成できる施設を作っていきましょうと、そ

うするとビジネスがもっと広がっていくであろうし、ローカルのビジネスがより加速する

んじゃないかというところでコワーキング施設を考えています。カフェも併設して人を呼

びながらもっとゆったり自分らしい働き方を見つけられる空間を作っていきたいなと思っ

ているんですけど、ソフトウェアの一つとして、バーで飲みながら仕事の話をできたり得意

分野のことをいろんな人に相談できたりとか、コミュニケーションがとれる場にしていき

たいなと思います。黙々と仕事をする場ではなくて、コミュニティとして成り立つ場にして

いきたいなと思います。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 



宮之原）ありがとうございました。８名のプロジェクトですね、それぞれガイドラインにも

委員のプロジェクトを載せていきたいと思います。どの地区でやるのか、またガイドライン

は大体５年間くらいで考えていますが、５年間のうちのどの時期にプロジェクトが実現で

きるのかというところも載せていきます。もう一つは、先ほどの４つの戦略を説明しました

が、プロジェクトが４つの戦略のどの部分に注力しているのかというのを示しています。一

人ひとりが行うのも大きな一歩ですが、８人全員がやっていくと先ほどの将来像につなが

っていく。どのプロジェクトもそれぞれの戦略に基づいて度合いも違うものをみなさんに

作っていただきました。最後になりますが、各役割と推進体制を民間の方が事業を始めるに

あたって行政もサポートしていかなければいけないところ、行政だけでなく金融機関も組

みながらやっていかないといけないのでこの実現に必要不可欠な登場人物を挙げさせても

らっています。ビジネスオーナーは委員の方々、今後生まれてくるプロジェクトを生み出す

次世代の若者です。不動産オーナーとも協力も必要になってきますし、道路活用の社会実験

等も行っていますがリノベーションまちづくり実行協議会、商工会議所、商工会との連携も

必要になってきます。行政は人材育成の活動を今後も続けていきたいですし、ビジネス動か

すときに資金必要になってきますので、資金繰りも行政と金融機関が連携して資金調達が

スムーズできるようにしていかないといけない。やはりそれぞれのプロジェクトでもです

が、空き家とか遊休不動産を活用する場面が出てくると思います。そういったときに霧島市

はどのような役目を負うのかですね、オーナーに物件の提供を依頼したり、金融機関と連携

して融資を行うとか、ビジネスオーナーが直接不動産に掛け合うところもあると思うんで

すけど、箱が大きな建物とかは、今から出来上がっていく家守会社とかまちづくり会社が間

に入って展開していくことも考えられると思います。遊休不動産だけでなく公共空間を活

用してビジネスしたい人たちにまちづくり実行協議会が間に入るスキームを作っていくこ

とも考えています。スケジュールは５年間のガイドラインと申し上げましたが、行政だけで

も民間だけでもなく、それぞれが一緒に動いていく必要があるので、民間と民間が進める部

分、民間と行政が進める部分ということで、役割分担して進めていけたらいいなと思います。

今後霧島市でもリノベーションスクールを計画していますが、そちらに民間の方が出てい

ただいたり、やはり仲間づく

りが重要になってきますので

気軽にこういう会に参加でき

る機会も創出できればいいな

と思っています。私の方から

ガイドラインの案ということ

でご報告させていただきたい

と思います。ありがとうござ

いました。 

 



須部）宮之原さん、委員の皆さんありがとうございました。42 名 YouTube ご覧になってい

ます。何名かコメントをご紹介したいと思います。 

・何処で何をやりたいかだけでなく、誰とやりたいかも移住や活動の大きな動機になります

よね。人も社会資本。 

・アクターの多様性も地域の持続に不可欠なテーマですね。 

・このロゴのステッカー店舗に欲しいですね。 

・ステッカー欲しい！ 

・東京生まれ横浜から移住ですが、都会にないものはすべてあると思っています。 

・ピンチはチャンス、じゃないですが既に想定できるネガティブな要素は先手を打てる力の

入れ所でもあるので、ポジティブな要素に変えていきたいですね。 

 

須部）後半は第２部トークセッションをしていきたいと思います。いくつか問いが出されま

すので、それを委員の皆さんに振っていくので、委員の皆さんはどう思ったかをトークして

いければと思います。 

 

１つ目の問いなんですが、戦略会議に参加して気付いたこと、半年前に参加していただい

たんですがその半年間で気づいたこととか生まれたもの、自分に変化があったとかお聞き

したいと思います。まず、もともと霧島に住んでいないけど霧島市に移住してお店を出され

るということで、戦略会議に参加して気付いたこと変化があればお聞かせいただきたいと

思います。白水さんお願いします。 



 

白水）私さっき横川に引っ越したとお話したんですが、昨年の 12月までは国分に住んでい

て 2 か月前に横川に引っ越しています。国分より地方の方が面白いと思って引っ越したん

ですけど、戦略会議に参加してこの国分隼人だからこそできることがあるな強く感じまし

た。自分に変化の兆しが生まれたものは、自分自身が DIY を中心にしながら古民家再生を

10 か月間やっているのもあって、霧島は空き家がどんどん増えていくので、国分隼人を拠

点にできる DIYチームみたいな、工具をシェアしたり、ここの空き家再生やるぞってときに

みんなで楽しくやるみたいなチームをこの中心街を拠点に霧島中から集められたら面白い

し、DIYの空き家再生以外の効果もまちづくり的な効果も生まれるので面白いなと思います。 

自分の中に戦略会議で生まれたものとしてお話しました。 

 

須部）ちなみに白水さんこの半年楽しかったとコメントいただいたんですが、どんなところ

が楽しかったですか。可能性を感じたところとか。 

 

白水）今グラレコしてくれている彼女も、

戦略会議の１回目でグラレコというもの

を知って、ググりながら家に帰って夜中に

描いてっていうのが９月末だったんです

けど、今では仕事で受けるまでになってい

るんですよ。昨日も大隅で頑張ってきてい

るんですけど、そんな感じで自分たちだけ

でなくそこから派生して生活がいい方向

に変わっていってる人たちが他にもいて、

ワクワク感みたいなものを感じました。 

 

須部）ありがとうございます。では違う方に。日永田さんにお願いします。10 年以上霧島

にいらっしゃると思うんですが、会社がこちらで家も作られていると思うんですけどペチ

ャクチャナイトとか人が集まる場を作られていますが改めて会議参加してどうですか。 

 

日永田）委員で集まっている皆さんはなんとなく知っていて、クレイジーな方だとわかって

いたんですけど。一般の方も参加しての戦略会議とかもあってその時思っていた以上に人

が集まって盛り上がっていたので霧島に面白い人がいっぱいいるし、これからワクワクす

ることをやりたいなっていう人が多いということに改めて気づきました。10 年くらいって

言ってるんですけど、10 年前はこういうことが見えてきてなかった。宮之原君が前の会議

で、霧島市のイベントをきっかけに人が見えるようになってきたというのがあって、こうい

う新しい取り組みから新しい人が見えてきて、その人たち同士がつながって新しいのが生



まれているのがすごくよく分かって面白いなと思います。 

 

須部）霧島の人たちの特徴的だなと思ったのが、最後のコンセプトを決めるときに３つのグ

ループに分かれたんですがその中にクレイジーというものがありまして、ほぼそれで決ま

りかけていたんですがそれを選ぶのもすごいなって。ということでクレイジーな人が集ま

っているんですよね。ユニークな人たちが集まっているんだなと思います。次の問いに行き

ますけれども、霧島の課題ってなんだろということで宮之原さんから発表もあったんです

が自分が住み暮らしてみて改めてこういうところが課題だというものあると思うんですが、

霧島の課題＋それを活かせば強みになるみたいなものがあると思うんですね。それを感じ

ている人が有村さんだと思ってお聞きしたいと思います。100年以上続いている会社を引き

継いで会社と住んでいる場所と長い間霧島にいらっしゃると思うんですが、そういうもの

も含めて課題はどこにあると考えていらっしゃいますか。 

 

有村）そうですね。霧島の課題例えば新しいこととか、これをやろうってなったときのサポ

ート体制とかどうやったらいいのかわかんないというのが一つあるのかなと思っていて、

そういった意味でもこのメンバーが大事なんですね。みんないろんな旗を掲げているので、

なにかやりたいことがあればその人のところに行けばいいやっていう。今までそういう旗

を挙げている人がいなかった。そういうのはすごくこのメンバーでやれてよかったなと思

います。 

 

須部）小浜に本社移転してコミットするじゃないか、そこらへんの見えている世界ってどん

な感じなんですか。霧島に可能性を感じてそこの場所に可能性を感じてらっしゃると思う

んですけど。普通はあそこの場所に出しづらいと思うんですけど、そこにあえて出すってい

う未来観は。 

 

有村）いろんな人になんでってよく聞かれるんですけど、いろんな理由がある中で最終的に

はその場所が好きなんですね。移住もするんですけど、働くこと、住むこと、自分たちが楽

しいと思うことが結果的に人を呼び込むことになっているし、結果的にいろんな協力者が

増えているので、自分が楽しく暮らせる場所になるっていう確信があるのでそこが大きい。 

 

須部）進捗としてはどうですか。 

 

有村）思ったよりいろんな方が携わってくれています。この間も海洋生物の研究されている

方もいらっしゃるみたいで。すごく楽しみです。 

 

須部）同じ問いを LOVE&BASICということで山の中でイベントやったり、都市部というより



自然を活用して場を作られている徳永さんにお聞きします。課題というかもったいないな

と思うことをお願いします。 

 

徳永）大自然があって、中心地には工業地帯とか会社もあるんですけど、自然と社会という

か。職場の距離が結構離れているイメージがあります。溝辺に関して雇用が少なくて国分に

行って従事している方も多いので地方でも雇用が生まれればもっと自然とか観光の近さが

でてくるんじゃないかな。あと ITとかクリエイティブとかそういうのも使っていけばより

近くなっていくんじゃないかというのがあるので、そこがもっとつながっていけば強みに

なるんじゃないかなと思います。 

 

須部）いわゆるワーケーションといわれるようなところも通じてきて、人の暮らし方とかに

も導かれて中の人も楽しんだりという感じですかね。まさに先ほどの大西さんの Wi-Fi つ

ながってるかわからないけど外で仕事できるみたいなあんな感じですかね。続いての問い

は霧島の役割分担について、民間行政その他の団体の役割を持っていきましょうというこ

とだったんですけど。これは地域の課題の一つかもしれない。もっとこうだったらいいのに

というので民間行政、政治とかもありますけどそういった視点で農業の観点で増田さんに。

なぜ増田さんかというと、農業ってわかるけど表舞台に出にくいというか発信しにくいと

ころじゃないですか。だからこそ伝えたいことがあるんじゃないかなと思いました。どうで

しょう。 

 

増田）農地の問題でいうと、僕が最近借りた方から貸すと盗られるみたいなそういう問題も

あるんですけど。他に教育機関が案外遅れているというか給食問題にしても臨機応変に対

応してなかったり。公民館とか自治会は加工施設もあるんですけど、公民館と同じになって

いて管轄が教育委員会になっていてそういった意味で使いにくいとか割となにかを起こそ

うとするときにお試しでなにかできなかったり、そういう縛りがあって 20年前の決まりが

残ってたりとか地方に行けば行くほどあるので、そういった意味ですごく柔軟な対応をし

てくれたらなと思います。特に農業なんかは U ターンとか移住してやってくれる方が多い

のでそういう方に対してもっと柔軟な対応をしてもらうと地域とも溶け込みやすいでしょ

うし、住みやすくなると思うんです。 

 

須部）なかなか声を発しにくいポジションだと思います。一次産業だと農業関係とかだと違

う課だと受け付けてもらえません、みたいなことがあったり結構大変だと思うんですね。そ

こら辺をうまく民間と行政となって問題解決、よりよい暮らしをつくるためにタッグ組め

るといいですね。はい、同じ問いを松本さんにお願いします。切り口としてもともと鹿児島

市にお住まいでしたけれども、そこから霧島市の会社を務められて移住されて今独立され

て割と ITとか外とあんまり接しないところの職種だと思うんですけど、そこからコワーキ



ングでまちづくりもされている。割と開けていると思うんですけど中にいたからこそ、外に

出て霧島の役割分担がもっとこうだったりとか、見えてる視点がありますか。 

 

松本）今言われていたみたいに、マンションの一室で独立したみたいなところあるんですよ

ね。仲間３人くらいでカチカチして、自分たちの仕事がいっぱいいっぱいになったのでコワ

ーキングみたいなところ作ったのがきっかけなんですけど。コワーキング作って気づいた

ことは、なんでこんなに民間と行政がつながってないんだろうと思いました。知らない世界

だったので意思疎通が図れているのかなと思っていました。もちろん図れているところも

あると思うんですけど、もっとできているものだと思っていました。でもチャンスだなと思

いました。私がそこをつなげたらもっと面白いことできると思って、宮之原さんともお話さ

せていただきながら今回の内容もいろいろお手伝いさせてもらっているところもあります。

だからこそ民間と行政、教育機関、商工会とかいろいろあると思うので、いろんな情報を共

有できるようなみんなで一緒にやろうよっていえる環境が作れたらいいと思います。 

 

須部）そういった意味でいうとコワーキングとか人が集まる場所で、行政と民間が仕事のっ

ていう感じではなくて、ふらっと会話をして困っているんだけど、行政側で今度きて話して

みましょうよとかフランクな関係づくりの場が必要な感じですよね。そういった場所をつ

くっていただくと。続いて最後の問いになりますけど、リノベーションまちづくりから霧島

における未来の可能性とか、どんなことに期待している、どんなことしたいとかいう形です

けど皆さん発表はしていただきましたけども奥野さんにお話聞きたいと思います。フリー

で転々と出没しているというか、行けるからこそ未来の霧島の可能性を感じることがある

と思うんですけど、それについてどうでしょうか。 

 

奥野）霧島のみならずなんですけど、昼間出店してても散歩したくなるまちに霧島が発展し

ていけばいいなと思っていて。昨日リットアップというイベントさせてもらったんですけ

ど、昼間のまちなみって寂しくて昼間やってるお店あんまりなくてイベントやっててもイ

ベントだけしか行くところがないというか、魅力的な店がもっと点々としていればまちが

楽しくなるんじゃないかなと思います。僕も移動販売という職種柄、まちの中にポップアッ

プで楽しめるコンテンツになれればなと思ってさせてもらっています。リノベーションま

ちづくりを皮切りにいろんな楽しいお店ができてきたり、まちがにぎわっていけばいいな

と期待しています。 

 

須部）奥野さんみたいな人が増えれば、霧島は自然も多いし活用できますよね。景色にもな

るし、後輩を育てていく仕組みを行政と一緒につくれるかもしれませんね。最後大西さんに

お聞きしたいと思います。先ほどのお話からも ITのお仕事されてますけど、お子様のプロ

グラミング教育とかについて、今までひとりでやってきていたと思うんですけどリノベー



ションまちづくりは多様性とか人のつながりから未来の可能性をつなぎあわせるというと

ころがあると思うんですが、そういうところも含めてどこに期待しているとか、どんなこと

がやれそうだとかコメントいただければと思います。 

 

大西）まず、どういうことがやれそうかということなんですけれども、今ご紹介いただいた

ように一人でやってきたのでこうやって仲間と一緒に取り組めるというのがありがたいな

と思います。インディアンの言葉でしたかね、早く行きたければ一人で行け、遠くに行きた

ければみんなでいけというのがあって。その通りだなと思っていてその点についてリノベ

ーションで良い経験をさせていただいて、これからもご協力いただきたいなと思っていま

す。霧島への期待はずっとクリエイティブな人たちが増えるまちにしたいなと思っていま

して、それがライブに集約されていると思うんですけど新しい理想のライフスタイルが送

れて、クリエイティブな人が集まってチャレンジもしやすくてアートや音楽が溢れるまち、

とんでもないと思うんですよ。そりゃ地価もあがるだろうと。どこまでできるかというのは

ほんとに僕たちだけでなく行政、一般の方もだと思うんですがなるべく前のめりな方が増

えてまちじゃなくて自分からもどんどん提案するみたいな人たちが増えて刺激しあえるよ

うなまちになれたら面白いなと思います。 

 

須部）インディアンの言葉ね、やっぱりみんなでやるからこそ見える景色があるのかもしれ

ない。一人で行けば早いけど一人でしかできない範囲でしかできないということですね。あ

りがとうございます。ということで、みなさんから質問をいただきたいと思うんですが、一

人ふたりとかになってしまいます。会場の方から委員の皆さんに質問したい方いらっしゃ

いますか。 

 

野崎）行政の方からこれをやってみてどうだったか聞いてみたいです。 

 

池田課長）こんばんは、商工振興課の池田です。半年間リノベーション戦略会議ということ

で民間の方、委員の方とさせていただいたんですが、行政として民間の皆さんから刺激を受

けることが多かったです。楽しくまちづくりをやりたいということで半年間楽しく会議も

させていただきました。こんなに面白くていいんだろうかと思うことも行政としてはある

んですが、舞台を作るというか、行政的には最初の民間主導でということで考えていまして

やはり、行政としては舞台づくりが大事だなと考えています。その上で民間の方に思いり動

いていただいてサポートできればと思っています。ちょっと話変わるんですけど、昨日多目

的ホールで高校生のための合同企業説明会がありました。商工振興課の管轄でやったんで

すが 33社の企業が来ていただいて、高校生が 120名ほどきてもらいました。コロナの中で

できたことがうれしく思っているんですが、企業の説明を聞いている子どもたちを見ると

目がキラキラしていてこんな企業があるんだとか、初めて知ったとか思っているようでし



た。高校生たちを見ていると次の世代の委員にぜひなってほしい。本当なら説明会を見なが

らこの戦略会議を同じブースでできたらよかったのになと思うところでした。120人が聞い

たらすごかっただろうなと思います。そういう次の世代に残していくというか残していく

というか育っていくような霧島というまちが作れたらと思っています。行政としてはその

舞台づくりをして民間の方々で動いていただいて、そこにサポートできればと行政では思

っていますので、よろしくお願いします。感想としては以上です。 

 

野崎）ありがとうございます。僕も何回か参加させてもらったんですけど、この会って基本

土日なんですよね。それなのにオブザーバーで行政の方が５人くらいのタスクフォースを

組んで部をまたいでいらして前のめりでしたもんね。それが感動でした。 

 

須部）第３回戦略会議の時も関わっていただいて民間がそうしたいならということで行政

としてこうできるんじゃないかとか話をしていただいて、いい場でしたよね。 

 

野崎）感動しました。霧島市役所すごいなと思って。 

 

須部）結構行政と民間ってフラットな立場で霧島市はやりやすいと思うので、今日は戦略会

議が終わりですけど、これから実践という形に、戦略を立てたものを行っていく形になりま

すのでさっき市長が言われていましたけど、今日がスタートなのでよろしくお願いします。

委員の皆さんから一言ずつ、新しく参加する仲間へということで池田さんからもありまし

たけど高校生とか若い人に参加してもらいたいという思いも込めてメッセージをいただき

たいと思います。 

 

有村）戦略会議って聞くと難しそうなイメージがあるんですけど、楽しいものなので一緒に

楽しくやれればいいなと思います。 

 

大西）仕事をするなり勉強をするなり、選択肢が多い時代です。その中で地元が好きで新し

いことをしたいとか思う方はそれを提案とか実現しやすい環境ですのでぜひ参加してもら

えたらなと思います。 

 

奥野）僕も思い付きで実現できるかわからないことを言うんですけれども、言ったら言った

だけみんな反応してくれますし、楽しいメンバーも集まっているので、夢とかやりたいこと

があればみんなで声出していけばそれがどんどん具現化していくんじゃないかと思うとこ

ろです。みんなで盛り上げていければと思います。 

 

白水）私は、ぜひ女性の人たちともこれからできたらいいなと思っています。横川牧園あた



りでお母さんたちを巻き込んで子どもアートイベントをやったりとか、ちょこちょこして

いこうと思います。私も子ども３人育てていまして、６歳、４歳、１歳なのでそんな子ども

たちを時にはだっこして連れていきながら戦略会議参加させていただきました。霧島市は

子どもに優しい感じがします。みんなで育てていこうという目線が残っている地域だと思

うので一緒に動けたらなと思います。 

 

徳永）私も霧島リノベーションまちづくり戦略会議参加することで、すごく面白い方がいる

んだなと思いました。そこから枝分かれしてまたつながっていける。どんどん霧島が好きに

なっていくばかりです。人とつながることで好きでしかなくなるというか、行政の方お話さ

れてましたけど、この場所じゃなかったらできなかったと思うのでいい機会に広げていっ

て子どもたちにもこういう大人が楽しんでつながっていく姿を見せていけたらいいなと思

います。 

 

日永田）全然違う業種の方が集まっているので、新しい発見とか会議で話していると思い付

きで言ったことも実現化するような気がしてきて、乗せられてじゃないですけど、ポジティ

ブなことしか言わないのでできる気がしてきて、これから新しいプロジェクトが立ち上が

ってくると思います。ぜひ新しい方にも参加してほしいと思います。 

 

増田）この会議に参加してだいぶ霧島のことがもともと好きだったんですけど、さらに好き

になって、配達と言いながらうろうろすることが増えました。新しい方たちも、委員のメン

バーはクレイジーな人たちばっかりで引くこともあると思うんですけど、私も僕もやりた

いなというのは飛び込むだけなので、飛び込むことは簡単なので、一歩と言わず体ごと参加

してもらったらと思います。 

 

松本）ここ何か月間か通して思ったことがポジティブだなということです。大きなこと言っ

たり夢語ったり絶対できないだろって思うことを言ってもみんなすごいねって言ってくれ

るんですよ。だからなんでもできる気がしてくるんですよ。これからの若い人たちも夢を語

って良い大人がいいねって言って

くれるのでそれを活力にして一生

懸命良い街にしてくれたらと思い

ます。 

 

 

 

 

 



須部）クロージングアウト、総括をさせていただいて締めをしていきます。地域とつながり

好きな暮らしを自分たちで作る。私たちにできることは必ず地域にあるということでお話

をさせていただきます。まず、委員の皆さん、霧島市役所の皆さん、バナナも野崎さんも半

年間ありがとうございました。大変でしたね。大変だったからこそ４回の予定が７回あった

からこそ考え抜かれた戦略ができたと思います。委員の皆さんもお付き合いいただきあり

がとうございます。一年前にこの状況を誰が予想できたかということで、コロナという人と

人を分断させる感染症ができて、この戦略会議もできるかという話をしていたところでし

た。戦略会議をオフラインで会って感染症対策をしつつ人の温度を感じたことは今後意味

が出てくるんじゃないかと思います。これまでのやり方が通用しないという前例のない時

代になってきています。人口減少、少子高齢化社会、税制も減っていく社会の中で、作る時

代から使う時代になっていきます。そこで空き空間だらけの全国どこも同じ課題ですけど、

空間だらけのまちを活かしていく、逆にポテンシャルに置き換えていく。これだけユニーク

な人たちがいますから住み暮らす人たちがこれだけ集まっていただいて、YouTube でも 40

名以上の方に観ていただいているということは、興味がある人がこの霧島という地域にい

らっしゃるということですね。100人近くの人が動けば、知恵を出し合えばポッとでのアイ

デアもできるんじゃないかというような期待値を高めていくことも大事かと思います。今

回４つの戦略ということで、まちの日常を豊かにするために戦略はこの半年間でできあが

ったので、ここからなにをしていくか誰とやっていくか考えていくワクワクする時間にな

っていきます。若い人、年配の方いろんな人を巻き込んでいく地ならしができたということ

です。ここからみなさんで作っていくということです。これから民間と行政が一体となり進

んでいくためには役割分担をしてまちを動かしていくんですが、一緒になって行政だから

民間だからではなくやっていくために役割分担どうしていこうかと、会話をしていきなが

ら挑戦していっていただきたいと思います。一貫して委員から出てきた言葉が未来のまち

を楽しくする子どもを増やしたいという言葉がありました。私たち大人が背中を見せない

とあれでいいのかと思ってしまいます。かっこいい大人たちがまちを元気にする楽しくす

るために頑張っている背中は必ず若い人たち、子どもたちに伝わると思います。私たちがち

ょっとでもいいから動かしてみるという意識をもってつながって、自分一人ではできない

けどアイデアがあればいいと思います。みんなで一緒になってまちをつくっていただけれ

ばいいなと思います。今日から霧島ではじまるリノベーションまちづくり、こんな暮らしが

したい、いつかチャレンジしたい。そのために私たちができることはなんだろうか、どんな

サポートが必要だろうかということを問い続けることが必要だと思います。鹿児島はすで

に鹿屋、鹿児島市、出水、出水は１月に行いましたけど、リノベーションスクールというこ

とで遊休不動産を動かすスクールが開催されました。50 名以上の仲間が鹿児島にいますの

で、連携が取れます。鹿児島、霧島を拠点に鹿児島が一体となれると思うので今日がスター

トなので一緒に新しい霧島をつくっていきましょう。では最後田代さん、描いてもらっての

感想を一言お願いします。 



田代）描いてみてみなさんおもしろいこ

とをしているので、まとめるのが大変で

した。全部の言葉が熱いのでどれを拾っ

たらいいのか、でもやっぱりクレイジー

なが多いなと思って私もそこに飛び込も

うとしているのでよろしくお願いしま

す。 

 

須部）最後締めのあいさつを山口副市長

からいただきたいと思います。 

 

山口副市長）皆さん本日はありがとうございました。私は今副市長なんですけれども、その

前は職員でそのころ移住を担当していました。首都圏とか近畿圏に行って移住のセミナー

をするんですけど、まず霧島の良さをいろいろ言って他の市町村もいっぱいいて、そのあと

各ブースで相談に応じるんですけど、霧島だけたくさんいるんですね。なぜこんなに多いん

だろうと思って一回聞いてみたんです。その方は１回移住されたらしいんですけれども、そ

の移住した先はどこまで行っても田舎だったと。霧島はまちの横に田舎があって、田舎の横

にまちがあるということを言われました。今ポスターにも、一緒に作ろう霧島それからワク

ワクさせよう、人がいるということが霧島市の魅力だと思います。まちにも田舎にも人がい

ますけど、先ほど若い人が外に出ていくという話がありました。私はいつも思っているんで

すけれども子どもたちが残るためには霧島市が好きになる、誇りになるまちになることだ

と思っています。私の勝手な考えなんですが２つ考えています。１つは霧島市の歴史を知っ

て好きになること、もう一つは霧島市が元気だということを認識することだと思っていま

す。まず歴史を好きになるということなんですが、10 年くらい前に嘉例川地区で子どもた

ちと歴史を散歩するウォーキングに参加しました。その時に子どもたちが目をキラキラさ

せてこんなすごいところなんだと、何もない田舎なんですけれども歴史を知ることですご

いところだと言っていたんですけど先週山ヶ野ウォーキングに参加して佐々木小の子ども

２人が目の前にいて、僕たちが住んでいるところこんなにすごいところなんだと言ってい

たのを聞いて、やっぱり自分たちのまちをプチ歴史でもいいので誇りに思うことが一つだ

と思います。もう一つは、霧島市がこんなに元気があるんだということを知ることだと思い

ます。今日皆さんみたいな若い元気のある方がどんどん発信していただければ子どもたち

も霧島市ってすごいなと思うと思います。これからもいろんな意味で発信していただけれ

ばと思います。よろしくお願いします。ありがとうございました。 

 

須部）山口副市長ありがとうございました。地元を知ることって大事ですよね、お昼ごろガ

ストロノミーコンテストで実行委員長も話していましたけど、地元を知るっていう、特産物



なんだろうとか強み弱みを知ることが大事だとおっしゃっていました。ジオパークがこの

まちにあるってすごく素敵なことでいろんな産業に寄与しているということをおっしゃっ

ていました。そういう機会を拡げていくことも大事だと思います。以上です、これまでお付

き合いいただきありがとうございます。 
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